
令和４年度 南海トラフ地震に関する県民意識調査 設問一覧

問１ 令和４年台風第15号による被害についてお聞きします。（複数回答可） ･･･P3

問２ 同居されている方のうち、次に該当する方がいますか。（複数回答可） ･･･P4

１ 南海トラフ地震について

問３ あなたは現在、南海トラフ地震にどの程度の関心を持っていますか。（回答数は１つ） ･･･P5

問４ あなたは、南海トラフ地震が起きた場合、どのようなことが心配ですか。（複数回答可） ･･･P7

問５ 日頃、大雨警報や避難情報など緊急時の防災情報を主にどのような手段で入手していますか。（回答数は１

つ） ･･･P9

問６ 災害の危険度を示した地図（ハザードマップなど）で自宅を確認したことがある。（回答数は１つ）･･･P11

問７ あなたの御自宅は津波浸水想定区域内ですか。それとも区域外ですか。 ･･･P13

２ 南海トラフ地震が発生したときの行動について

問８ 津波に対する行動について伺います。浸水想定区域にお住まいの方は自宅や自宅周辺で地震にあった場合を

想定してください。それ以外の方は沿岸部を訪れていて地震にあった場合を想定してください。

突然、震度６強以上の地震（立っていることが困難な揺れ。家の中では固定していない家具類はほとんど倒

れる。）が起きた場合、あなたはどのように行動しますか。 ･･･P15

問９ 震度６強以上の地震（立っていることが困難な揺れ。家の中では固定していない家具類はほとんど倒れる。）

が起きた場合、救助・救急活動などの応急活動を迅速かつ円滑に行う必要があります。公共交通機関が運行を

停止することも考えられる中、外出先や勤務先から一斉に帰宅を始めてしまうと、緊急車両の通行を妨げ、応

急活動に支障をきたすことが懸念されます。そのため、外出先や勤務先にいる時に、前述のような地震直後は、

津波からの避難が必要なく安全に滞在できる場合「むやみに移動を開始しない」ことが原則です。あなたは、

この原則を知っていましたか。 ･･･P17

問10 災害が発生したときの避難のため、市町はあらかじめ緊急避難場所や避難所を指定しています。また、緊急

避難場所には災害種別ごとに指定があります。あなたは知っていますか。（回答数は１つ） ･･･P19

問11 災害発生後、一定期間避難が必要となった場合に、避難先として選択する可能性が高いものを答えください。

（回答数は１つ） ･･･P21

問11-2 問10の避難先を選択した理由は何ですか。（複数回答可） ･･･P23

問12 避難所で一定期間避難生活を行う場合、避難所利用者が主体となって避難所運営を行うことを知っています

か。（回答数は１つ） ･･･P25

問13 地震が起きた際に、離れている家族と安否を確認する手段として何を使うことを考えていますか。（複数回

答可） ･･･P27



３ 南海トラフ地震臨時情報が発せられたときの行動について

問14 南海トラフ地震による被害防止・軽減のため、気象庁では令和元年５月31日から「南海トラフ地震臨時

情報」の運用を開始しています。「南海トラフ地震臨時情報」について知っていますか。（回答数は１つ）

･･･P29

４ 日ごろの防災対策について

問15 南海トラフ巨大地震のような大規模災害時には、公的な支援物資がすぐに届かず、また、スーパー・コ

ンビニなどの食料品や日用品がすぐ品切れになることも予想されます。このため、各家庭において水や食

料を備蓄することが重要です。食料は、日常的に利用する保存・調理が容易な食品（缶詰、レトルト食品、

インスタントラーメン、果物等）、飲料水は、日常的に飲むもの（ミネラルウォーター、お茶、缶ジュース・

ペットボトル飲料、ウォーターサーバー等）食べ慣れたもの、食事を楽しむもので工夫することが備蓄の

コツです。

日頃の備えとして、あなたのお宅では、家族全員分の食料は概ね何日分ありますか。御家族ひとりあた

り１日３食として計算してください。（回答数は１つ） ･･･P31

問16 日頃の備えとして、あなたのお宅では、家族全員分の飲料水は何日分ありますか。御家族ひとりあたり

１日３リットルで計算してください。（回答数は１つ） ･･･P33

問17 水や食料を備蓄する際、ローリングストックという備蓄方法がありますが知っていましたか。（回答数は

１つ） ･･･P35

問18 大規模地震が発生すると、停電や配管の破損などにより水洗トイレが使用できなくなる恐れがあります。

あなたのお宅では、概ね何日分の携帯トイレ・簡易トイレを備蓄していますか。御家族ひとりあたり１日

５回分として計算してください。（回答数は１つ） ･･･P37

問19 大地震による被害の有無は、家の耐震化だけではなく、家具の固定の状況に大きく影響されます。1995

年の阪神・淡路大震災では、死亡者6,434人の10％、負傷者43,792人の46％が家具の転倒によるもので

す。（死者数、負傷者数は平成17年12月22現在のものです。（消防庁調べ））

あなたのお宅では、地震に備えて家具類の固定をしていますか。（回答数は１つ） ･･･P39

問19-2 固定していない家具があるのはどのような理由からですか。（複数回答可） ･･･P41

問20 次にあげるものの中で、南海トラフ地震に備えて自宅や日常生活で実施している防災対策はありますか。

（複数回答可） ･･･P43

問21 非常持出品として何を用意していますか。（複数回答可） ･･･P45

５ 自主防災組織

問22 あなたは、地域の自主防災会の活動に参加していますか。（回答数は１つ） ･･･P47

問22-2 あなたは、どのような形で活動に参加していますか。（回答数は１つ） ･･･P49

問22-3 あなたは地区の自主防災会の活動をどう思いますか。理由とともにお答えください。（回答数は１つ）

･･･P51

問23 自主防災活動を活性化するには、どのようなことが必要だと思いますか。（複数回答可） ･･･P53


